
サービック第二事業所において、山﨑所長をはじめ本社が新型コロナウイルス感

染拡大防止対策を迅速で適切に行っていないため、２月18日時点でこれまでに約20

名の社員が感染しています。感染者のなかには人工透析をおこなっている社員もい

ます。社員は直ぐに入院しましたが、まさに命に関わる安全配慮義務違反にもなる

重大な事態が第二事業所において発生しています。

これが「デタラメ」「ゴマカシ」「無責任」な対応だ！

山﨑所長は無責任発言を、本社は「デタラメ」「ゴマカシ」の回答をする

ヒマがあるなら、ただちにできる感染拡大防止対策を実施しろ！

ただちに換気の悪い詰所に高性能な空気清浄機を設置しろ！

サービック第二事業所のコロナ感染者拡大は

山﨑所長、本社が対策を怠ったことによる人災だ！

山﨑所長「（社員からのＰＣＲ検査を受けさせて欲しいという切実な訴えに）

私の一存では決められない。上が決めること」

本社「（「コロナ感染者発生時のマニュアルはあるのか」に対する回答）202

0年5月に基本的な対応方針をまとめた文章をマニュアルとしてきた。

長引くコロナ禍で対応ノウハウは蓄積されており、会社全体として十

分な対応ができている。今後も適切にコロナ禍に対応する」

本社「（「第二事業所営業二科の詰所は狭く換気も十分ではない。詰所の換

気を早急に改善すること」に対する回答）2022年１月上旬より扉を部

分開放して、常時換気を行うなど可能な限りの配慮を行っている。今

後も各事業所で感染防止対策を徹底する」

本社「（「感染者と同じ詰所にいた社員に対して、感染者発生の連絡や健康

観察を行うこと。また、ＰＣＲ検査を実施すること」に対する回答）感

染した社員と接触した社員にはその旨を知らせ詳細な状況を確認し

ている。感染者が発生したら関連事業所において点呼などで周知し

注意喚起を行っている」

ＪＲ東海労働組合関西地区分会

かんさい回覧板
2022年 2月18日 No.56

発行責任者 山下 博


